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だいがくのたから

﹃
大
学
設
立
宣
言
﹄

　
﹁
今
︑
東
北
の
一
郭･

庄
内
の
地
に
は
︑
創
造
と
進
取
の
気
象
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
︒
そ
の
息
吹
の
な

か
か
ら
新
し
い
大
学
が
誕
生
し
た
︒
日
本
で
は
じ
め
て
公
益
学
に
挑
戦
す
る
東
北
公
益
文
科
大
学
で
あ
る
︒﹂

　

こ
れ
は
本
学
の
﹃
大
学
設
立
宣
言
﹄
の
冒
頭
に
書
か
れ
て
い
る
文
言
だ
︒
本
学
が
位
置
す
る
山
形
県
庄

内
地
域
は
︑
私
財
を
投
入
し
て
ク
ロ
マ
ツ
防
砂
林
の
植
林
を
行
っ
た
本
間
光
丘
や
鶴
岡
市
羽
黒
地
区
松
个

岡
を
開
墾
し
た
旧
庄
内
藩
士
た
ち
な
ど
︑
古
く
か
ら
﹁
公
益
﹂
の
意
識
を
持
っ
た
先
人
が
数
多
く
存
在
し

て
い
た
︒
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
も
あ
り
︑
東
北
公
益
文
科
大
学
は
四
年
制
大
学
が
な
か
っ
た
こ
の
地

域
か
ら
熱
望
さ
れ
︑
21
世
紀
を
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
概
念
と
な
る
で
あ
ろ
う
﹁
公
益
﹂
を
研
究
す

る
大
学
と
し
て
︑
山
形
県
お
よ
び
庄
内
14
市
町
村
が
設
立
費
用
を
負
担
し
学
校
法
人
が
運
営
す
る
﹁
公
設

民
営
方
式
﹂
に
よ
っ
て
２
０
０
１
年
に
開
学
し
た
︒

　

現
在
は
︑﹃
大
学
設
立
宣
言
﹄
で
掲
げ
た
理
念
を
具
現
化
す
る
ひ
と
つ
と
し
て
︑﹁
新
し
い
地
域
資
源
を

生
み
出
す
研
究
﹂
に
取
り
組
ん
で
い
る
︒
具
体
的
に
は
︑
ド
ロ
ー
ン
︑
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
︑
高

精
細
カ
メ
ラ
な
ど
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
︑
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
変
換
︑

画
像
と
し
て
視
覚
化
す
る
こ
と
に
よ
り
︑﹁
黒
川
能
﹂﹁
酒
田
甚
句
﹂
な
ど
動
き
の
あ
る
民
俗
芸
能
の
伝
承

環
境
と
︑
日
本
遺
産
の
一
部
﹁
羽
黒
山
﹂
な
ど
の
景
観
保
存
の
手
法
検
討
を
進
め
て
い
る
︒
ま
た
︑﹁
庄

内
か
ら
日
本
の
教
育
を
変
え
る
大
学
づ
く
り
﹂
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
︑
卒
業
時
に
お
け
る
教
育
の
質

保
証
︑
手
厚
い
留
学
支
援
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
︒

　

本
学
は
こ
れ
か
ら
も
︑
こ
の
﹃
大
学
設
立
宣
言
﹄
の
も
と
︑
地
域
と
と
も
に
協
働･

共
創
し
な
が
ら
研

究･

教
育
を
推
進
し
︑
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
を
日
本
全
国
︑
さ
ら
に
世
界
へ
と
輩
出
し
続
け
る
︒

東北公益文科大学



Thesaurus U
niversitatis　

だ
い
が
く
の
た
か
ら 

東
北
公
益
文
科
大
学

表
紙・

大
学
点
描 

南
山
大
学

巻
頭
言 H

om
inis D

ignitati

（
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
） 

鳥
巣
義
文

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て 

永
尾
教
昭

10

座
談
会  

大
学
広
報
紙
の
課
題
と
展
望 

 

小
室
和
子
／
長
野
留
三
子
／
調
麻
佐
志
／
花
岡
正
樹
／（
司
会
）
山
田
健
太

16

特
集　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
と
連
携
し
た
大
学
の
取
り
組
み 

32

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
普
及
と
支
援 

秋
和
真
澄

34

実
践
、
渋
谷
そ
し
て
五
輪
―
学
生
が
つ
な
い
だ
６
年
間
の
軌
跡 

深
澤
晶
久

42

全
国
外
大
連
合
に
よ
る
「
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
取
り
組
み
」

～
神
田
外
語
大
学
の
成
果
と
今
後
の
展
望
～ 

朴
ジ
ョ
ン
ヨ
ン

50

ず
い
そ
う 

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ 

根
津
公
一

56

私
の
授
業
実
践
─
教
育
現
場
の
最
前
線
か
ら

「
丸
暗
記
型
」
か
ら
「
思
考
過
程
解
明
型
」
へ 

笹
山
文
德

58

No.389� 2019.11



明
日
へ
の
試
み

青
山
学
院
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
間
科
学
部

大
学
に
よ
る
地
域
貢
献
を
目
指
し
て 

鈴
木
眞
理

60

加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ
《
小
中
学
生
向
け
イ
ベ
ン
ト
編
》

近
隣
小
学
校
児
童
を
対
象
と
し
た
学
生
主
体
に
よ
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト 

「
立
命
の
家
」・

立
命
館
大
学 

岩
谷
絢
子

64

理
学
部
に
お
け
る
地
域
貢
献
活
動
と
教
育
活
動

―
小
中
学
生
向
け
実
験
工
作
教
室
の
実
施

―・

東
邦
大
学 

畑
中
敏
伸

66

未
来
の
い
の
ち
と
健
康
を
支
え
る
の
は
「
あ
な
た
」

―
女
子
中
高
生
の
理
系
進
路
選
択
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム・

東
京
女
子
医
科
大
学 

岡
田
み
ど
り

68

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

株
式
会
社
阿
部
蒲
鉾
店
　
代
表
取
締
役
社
長
　
阿
部
賀
寿
男
さ
ん
に
聞
く 

（
聞
き
手
）
川
島　
葵

70

新
会
員
代
表
者
紹
介

獨
協
学
園
／
豊
田
工
業
大
学
／
早
稲
田
大
学

78

執
筆
者・

出
席
者
の
ご
紹
介・

80
　
　
連
盟
ニ
ュ
ー
ス・

82
　
　
編
集
後
記・

84�

〈
カ
ッ
ト
〉
熊
谷
有
子



　南山大学では、グローバル化する社会のさまざま
な分野で活躍できる人材の育成を推進しています。
学生が既存の枠にとらわれない新たな発想を生み出
す場として、学内４カ所にラーニング ・ コモンズを
設置しており、多目的な学修スペースとして、学生
の主体的な学びを支えています。中でも2017年４月
に開設したＱ棟２階のラーニング ・ コモンズは、約
700平方メートルのスペースにグループ学習エリア、
多目的エリア、ラウンジエリアを備え、日々多くの
日本人学生や外国人留学生が利用し、活気にあふれ
ています。

〈表紙写真〉

ラーニング ・コモンズ（南山大学）
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カ
ト
リ
ッ
ク
神
言
修
道
会
を
設
立
母
体
と
す
る
南
山
大
学

は
、
２
０
２
１
年
に
創
立
75
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
起
源
は
、

少
人
数
教
育
や
家
庭
と
の
連
携
を
重
視
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
１
９
３
２
年
に
設
置
さ
れ
た
旧

制
南
山
中
学
校
に
求
め
ら
れ
る
。

　
「H

om
inis D

ignitati

（
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
）」
と
い

う
教
育
モ
ッ
ト
ー
の
下
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
世
界
の
ど
こ
に
あ
っ
て
も
、
人
び

と
と
共
生・

協
働
し
て
い
く
普
遍
的
な
価
値
観
を
持
ち
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
を
解
決
し
て
い
く
専

門
性
や
人
類
の
平
和
な
未
来
を
切
り
開
く
創
造
力
を
身
に
付

け
た
南
山
生
の
育
成
を
推
進
し
て
い
る
。

H
om

inis D
ignitati

（
人
間
の
尊
厳
の
た
め
に
）

鳥
巣 

義
文
●
南
山
大
学
長
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は
じ
め
に

　

天
理
大
学
は
、
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
、
わ
が
国
初
の

私
立
外
国
語
学
校
と
し
て
、「
天
理
外
国
語
学
校
」
と
い
う
名

称
で
設
立
さ
れ
た
。
当
初
は
、
天
理
教
の
海
外
布
教
に
携
わ

る
布
教
師
の
養
成
を
目
的
と
す
る
学
校
で
あ
っ
た
。
設
立
者

は
天
理
教
二
代
真
柱
（
教
主
）、
中
山
正
善
で
あ
る
。

　

設
立
に
際
し
て
、
中
山
は
朝
鮮
語
部
を
設
置
し
よ
う
と
し

た
。
し
か
し
、
当
時
は
日
韓
併
合
の
時
代
で
あ
る
。
従
っ
て
、

時
の
文
部
省
は
、
朝
鮮
は
外
国
で
は
な
く
朝
鮮
語
と
い
う
外

国
語
は
存
在
し
な
い
と
主
張
し
、
そ
の
設
置
が
許
可
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
致
し
方
な
く
「
当
分
ノ
内
」
と
た
だ
し

書
き
を
つ
け
る
こ
と
で
募
集
が
認
め
ら
れ
た
。
本
学
の
朝
鮮

語
部
（
現
外
国
語
学
科
韓
国・

朝
鮮
語
専
攻
）
は
私
立
で
は

わ
が
国
最
古
を
誇
る
。

　

設
立
当
初
か
ら
、
語
学
教
育
と
と
も
に
人
格
形
成
の
た
め

に
ラ
グ
ビ
ー
、
柔
道
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
注
い
で
き
た
。

　

他
方
、
学
校
設
立
に
伴
い
、「
海
外
事
情
参
考
品
室
（
現
天

理
大
学
附
属
天
理
参
考
館
）」
を
学
内
に
設
置
し
た
。
そ
こ
に

は
、
主
に
外
国
の
看
板
や
日
用
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。
こ

れ
は
言
語
を
習
得
し
、
そ
の
国
々
へ
布
教
師
と
し
て
赴
く
の

に
際
し
、
ま
ず
学
内
で
そ
の
国
の
文
化
や
文
物
を
知
る
と
い

う
目
的
で
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
後
年
世
界
的
に
も
有
名
に
な
る
天
理
図
書
館
（
現

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
）
も
開
館
し
て
い
る
。
こ
こ
に

は
、『
日
本
書
紀・

乾
元
本
』
や
『
ナ
ポ
レ
オ
ン
版
エ
ジ
プ
ト

誌
』
な
ど
国
内
外
の
貴
重
な
古
典
籍
も
収
集
さ
れ
た
。
現
在
、

同
図
書
館
に
は
国
宝
６
点
、
重
要
文
化
財
86
点
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。

　

両
館
は
一
般
に
は
「
天
理
図
書
館
」、「
天
理
参
考
館
」
と

永
尾 

教
昭
●
天
理
大
学
学
長

創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
て

102019.11　大学時報



呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
大
学
の
施
設
で
あ
る
こ
と
を
超

え
て
、
一
般
の
人
々
に
広
く
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

設
立
者
の
思
い
で
あ
ろ
う
。

１　
天
理
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５

　

２
０
２
５
年
、
本
学
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
い

ま
、
国
内
の
大
学
は
非
常
に
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

こ
れ
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
発
展
の
好
機

と
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
一
昨
年
度
初
頭
に
「
天
理
大
学

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」（
以
下
、
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
発
表
し
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
改
革
の
主
旨
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
例
え
ば
新
た
な
校
舎
を
建
築
す
る
と
か
、

学
科
を
ど
の
よ
う
に
再
編
成
す
る
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
改

革
内
容
と
い
う
よ
り
、
本
学
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
の
理
念

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
念
に
則
っ
て
、
現
在
具

体
的
な
改
革
を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
制
定
に
向
け
て
は
、
ま
ず
１
０
０
周
年
構

想
委
員
に
10
名
の
教
職
員
を
任
命
し
た
。
彼
ら
に
改
革
に
向

け
た
学
長
の
個
人
的
な
考
え
を
述
べ
、
そ
れ
を
委
員
会
の
中

で
整
理
、
検
討
し
、
案
を
作
成
し
た
。

　

制
定
す
る
に
際
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
教
職
員
の
考
え

を
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
た
。
幸
い
と
い
う
べ
き
か
、
本
学

は
専
任
の
教
職
員
が
合
わ
せ
て
約
２
５
０
名
の
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
小
規
模
大
学
で
あ
る
。
三
度
に
わ
た
り
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
案
に
対
す
る
全
教
職
員
対
象
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

意
見
を
集
約
し
た
。
約
１
０
０
名
ま
で
入
る
会
議
室
が
、
３

回
と
も
ほ
ぼ
満
員
に
な
っ
た
。
特
に
最
終
回
は
椅
子
が
足
り

ず
、
補
助
椅
子
を
入
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
意
見
も
多

く
出
て
、
最
後
は
司
会
者
が
発
言
者
を
制
限
す
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
率
直
に
言
う
と
、
中
に
は
辛
辣
な
も
の
も
な
い
わ
け
で

は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
は
同
時
に
大
学
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
て
い
る
証
左
で
も
あ
り
、
筆
者
に
と
っ
て
は
嬉
し

い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
学
生
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、「
学
長
と
し
ゃ
べ
り

タ
イ
ム
」
な
る
も
の
を
設
け
、
一
切
の
条
件
を
つ
け
ず
、
希

望
す
る
学
生
と
学
長
の
直
接
対
話
を
、
市
内
の
ク
レ
ー
プ
店

な
ど
を
会
場
に
複
数
回
行
っ
た
。
実
際
に
は
、
学
生
の
意
見

は
食
堂
の
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
と
か
、
ク
ラ
ブ
の
こ
と
な
ど
個

人
的
な
要
望
が
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
実
施
し
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
「
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
完
成
し
、
改

め
て
学
内
外
に
発
表
し
た
。
ち
な
み
に
、
教
職
員
意
見
交
換
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会
や
「
学
長
と
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
」
は
現
在
も
随
時
開
催
し

て
い
る
。２　

教
育
に
つ
い
て

　

本
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
大
き
く
五
つ
の
柱
に
基
づ
い
て
改
革
を

進
め
て
い
る
。
ま
ず
「
教
育
に
つ
い
て
」
で
は
、
高
大
連
携

を
進
め
た
。
今
日
ま
で
、
三
つ
の
高
等
学
校
と
高
大
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。

　

系
列
校
で
あ
る
天
理
高
校
、
そ
の
兄
弟
校
と
も
い
う
べ
き

天
理
教
校
学
園
高
校
（
別
法
人
）
と
は
さ
ら
な
る
連
携
の
強

化
を
図
っ
た
。
例
え
ば
、
両
校
に
特
化
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
天
理
高
校
に
つ
い
て
は
、

定
期
的
に
本
学
と
の
協
議
会
を
開
催
し
て
い
る
。
加
え
て
、

夏
休
み
に
入
る
直
前
の
３
日
間
、
同
校
の
生
徒
が
来
学
し
て

本
学
教
員
の
授
業
を
受
け
る
、
い
わ
ば
体
験
授
業
を
始
め
た
。

初
日
は
、
学
長
で
あ
る
筆
者
が
本
学
の
建
学
の
精
神
や
歴
史

な
ど
を
講
義
し
て
い
る
。

　

内
部
質
保
証
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
確
立
す
る
た
め
に
学
長
、
副
学
長
、
事
務
局
長
、
全
学
部

長
、
事
務
部
長
ら
に
よ
る
企
画
評
価
会
議
や
、
法
人
の
部
課

長
も
含
め
た
拡
大
大
学
運
営
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
文
部

科
学
省
の
「
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
」、
昨
年
度
採

択
さ
れ
た
「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
な
ど

へ
の
対
応
は
、
こ
れ
ら
の
会
議
で
検
討
し
、
そ
の
進
捗
状
況

を
確
認
し
合
い
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

学
外
の
意
見
を
聴
取
す
る
必
要
性
か
ら
５
人
の
外
部
評
価

委
員
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
本
学
に
対
す
る
率
直
な
意
見
を

聞
く
た
め
の
４
人
の
学
外
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
任
命
、
随
時
意

見
を
聞
く
こ
と
も
始
め
た
。

３　
学
生
支
援
に
つ
い
て

　

学
生
支
援
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
奨
学
金
制
度
を
抜
本
的
に

見
直
し
、
整
備
す
べ
く
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関
し
て
は
、
一
昨
年
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
発

表
と
同
時
に
行
っ
た
事
務
機
構
の
改
組
（
後
述
）
で
、「
キ
ャ

リ
ア
支
援
部・

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
」
と
い
う
「
一
部
一
課
」

体
制
と
し
た
。
学
生
の
生
涯
の
進
路
を
大
学
全
体
で
強
力
に

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
体
制
を
作
る
た
め
で
あ
る
。

　

留
学
に
つ
い
て
は
、
海
外
協
定
校
を
増
や
し
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
学
生
を
留
学
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
と

と
も
に
、
本
学
の
パ
リ
分
校
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
半
年
研
修

を
開
始
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
分
校
で
は
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
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プ
制
度
を
始
め
た
。
両
研
修
と
も
、
単
位
認
定
の
対
象
と
し

て
い
る
。
加
え
て
、
学
生
の
便
宜
を
図
る
べ
く
ド
イ
ツ・

ケ

ル
ン
に
も
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
た
。

　

ま
た
、
語
学
履
修
学
生
で
な
く
て
も
、
海
外
の
学
生
と
の

交
流
を
深
め
さ
せ
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
学
内
にiCA

Fé

（
ア
イ・

カ
フ
ェ
）
と
い
う
異
文
化
交
流
カ
フ
ェ
を
設
置
、
日

常
的
に
日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
交
流
す
る
場
を
設
け
た
。

　

昨
年
度
か
ら
、
新
た
な
課
外
活
動
と
し
て
「
外
交
官
養
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
始
動
。
将
来
は
外
交
官
、
あ
る
い
は
国

際
公
務
員
を
目
指
す
学
生
に
特
化
し
た
養
成
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
て
い
る
。

　

一
方
、
海
外
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
活
動
と
し
て
、
本
年
、

32
回
目
を
迎
え
た
「
夏
期
日
本
語
講
座
」（
本
学
を
会
場
に
２

週
間
、
日
本
語
、
日
本
文
化
を
修
得
す
る
も
の
）
に
も
、
毎

年
１
０
０
名
近
い
海
外
の
大
学
生
、
社
会
人
が
参
加
し
て
い

る
。
本
学
学
生
が
そ
の
サ
ポ
ー
ト
役
を
務
め
て
い
る
。

４　
研
究
支
援
に
つ
い
て

　

研
究
支
援
に
つ
い
て
は
、
海
外
協
定
校
と
の
間
で
学
生
の

交
換
留
学
だ
け
で
は
な
く
、
学
術
交
流
も
積
極
的
に
展
開
で

き
な
い
か
検
討
中
で
あ
る
。

　

以
前
か
ら
あ
っ
た
「
長
期
研
修
制
度
（
い
わ
ゆ
る
サ
バ
テ
ィ

カ
ル
制
度
）」
に
近
年
は
応
募
教
員
が
少
な
い
の
で
、
よ
り
多

く
の
教
員
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
員
に
と
っ
て
、
学
内
の
諸
事
か
ら
一
定
期
間
離
れ
て
、
新

鮮
な
環
境
で
自
ら
の
研
究
を
見
直
す
時
間
は
極
め
て
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

５　
社
会
連
携
に
つ
い
て

　

社
会
連
携
は
、
主
に
本
学
の
所
在
地
で
あ
る
奈
良
県
、
お

よ
び
天
理
市
と
の
連
携
が
中
心
と
な
る
。
市
内
に
大
学
は
、

本
学
と
同
じ
宗
教
系
の
天
理
医
療
大
学
の
２
校
し
か
な
い
。

従
っ
て
、
普
段
か
ら
天
理
市
と
の
距
離
感
は
非
常
に
近
い
。

　

一
昨
年
度
に
「
テ
ン
リ・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・

ビ
レ
ッ
ジ

（
英
語
村
）」
を
開
設
し
た
。
こ
れ
は
、
最
近
、
市
に
よ
り
天

理
駅
前
広
場
が
大
き
く
整
備
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
隅
を
利
用

し
て
本
法
人
の
外
国
人
講
師
と
本
学
の
留
学
生
が
ス
タ
ッ
フ

と
な
り
、
一
般
の
社
会
人
や
市
内
の
小・

中
学
生
と
英
単
語

や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど
で
〝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟
を
取

ろ
う
と
い
う
企
画
で
あ
る
。

　

本
年
１
月
、
全
国
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手
権
に
お
い
て
、
本

学
ラ
グ
ビ
ー
部
が
決
勝
戦
ま
で
コ
マ
を
進
め
た
が
、
年
末
に
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は
そ
の
壮
行
会
、
ま
た
決
勝
戦
で
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
天
理
市
と
本
学
と
の
共
催
で
、
駅
前
広

場
な
ど
を
利
用
し
て
行
っ
た
。
２
カ
所
で
１
０
０
０
人
以
上

の
多
く
の
市
民
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
い
わ
ば

「
お
ら
が
町
の
大
学
」
に
声
援
を
く
だ
さ
っ
た
。

　

ま
た
、
本
学
学
生
が
天
理
市
の
行
政
施
策
に
企
画
か
ら
運

営
ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
か

ら
表
彰
を
受
け
る
と
い
う
「
天
理
市
行
政
施
策
貢
献
学
生
認

定
制
度
」
も
継
続
中
で
あ
る
。

　

本
学
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
と
外
部
を
仕
切
る
塀
が
な
い
。

筆
者
は
学
生
に
「
天
理
の
街
全
体
が
君
た
ち
の
キ
ャ
ン
パ
ス

だ
」
と
言
っ
て
い
る
。
市
長
に
外
部
評
価
委
員
を
務
め
て
い

た
だ
く
な
ど
、
市
と
の
協
力
を
進
め
て
い
る
。

　

奈
良
県
と
の
関
係
で
は
、
県
が
進
め
て
い
る
「
な
ら
歴
史

芸
術
文
化
村
」
が
、
本
学
杣
之
内
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒
歩
数

分
の
と
こ
ろ
に
２
０
２
１
年
に
開
村
予
定
で
あ
る
。
本
年
６

月
、
本
学
と
奈
良
県
の
間
で
こ
の
事
業
に
関
す
る
協
定
を
結

び
、
施
設
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
に
本
学
が
関
与
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
か
ら
活
動
し
て
い
る
雅

楽
部
、
ま
た
先
述
し
た
著
名
な
附
属
図
書
館
、
民
族
博
物
館

で
あ
る
附
属
参
考
館
の
所
蔵
品
な
ど
の
内
容
を
一
層
多
く
の

人
の
目
に
供
し
て
、
奈
良
県
と
本
学
が
い
わ
ゆ
る
ウ
イ
ン・

ウ
イ
ン
の
関
係
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
柔
道
の
国
際
大
会
な
ど
で
、
運
営
サ
イ
ド
の

依
頼
に
応
え
て
、
本
学
学
生
が
通
訳・

案
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
務
め
て
い
る
。

　

企
業
と
の
連
携
と
し
て
、
一
昨
年
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
総
合

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
有
名
な
株
式
会
社
モ
ン
ベ
ル
と
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
だ
。

　

同
時
に
、
米
国
ア
ン
ダ
ー
ア
ー
マ
ー
社
の
日
本
総
代
理
店

で
あ
る
株
式
会
社
ド
ー
ム
と
も
提
携
し
、
本
学
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
作
製
や
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド
の
向
上

な
ど
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

６　
管
理
運
営
体
制
に
つ
い
て

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
昨
年
大
き
く
事
務
機
構
を
改
編

し
た
。
ま
ず
、
事
務
局
長
に
教
員
を
任
命
し
た
。
職
員
は
教

員
を
補
完
す
る
こ
と
だ
け
が
仕
事
で
は
な
い
。
い
わ
ん
や
、

決
し
て
そ
の
下
請
け
で
は
な
い
。
教
員
と
職
員
は
車
の
両
輪

で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
大
き
く
て
は
、
同
じ
場
所
で
回

転
を
繰
り
返
す
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
教
職
協
働
体
制
は
、

口
に
出
す
だ
け
で
は
な
か
な
か
実
現
し
に
く
い
。
そ
こ
で
、
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教
員
が
事
務
方
の
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
、
協
働
体
制
を
目
に
見

え
る
形
で
進
め
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
改
編
の
狙
い
は
、
特
に
志
願
者
募
集
、
就
職

支
援
（
既
述
）、
お
よ
び
広
報
の
強
化
に
あ
る
。
志
願
者
募
集

に
つ
い
て
は
体
制
を
入
学
部
に
改
め
、
高
大
接
続
を
主
眼
と

し
て
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
。
広
報
は
、
従
来
の
入
試・

広

報
部
を
、
学
長
室
直
轄
の
広
報・

社
会
連
携
課
と
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
学
長
、
副
学
長
と
広
報
が
直
結
す
る
こ
と
に

な
り
、
い
ち
早
く
情
報
を
発
信
で
き
る
体
制
と
な
っ
た
。

　

現
代
の
若
者
は
、
こ
と
の
良
し
悪
し
は
と
も
か
く
、
新
聞

を
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
。
も
っ
ぱ
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
を
利
用
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
を
集
め
て
い
る
。
本
学

も
こ
の
流
れ
に
乗
っ
て
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
な
ど
で
で
き
る
だ
け
早
く
情
報
を
拡
散
さ
せ
る
こ
と
と

し
た
。

　

新
聞
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
違
い
は
、
前
者
は
意
識
し
て
手
に
取
ら

な
い
と
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
後
者
は
ま
さ
に

ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
勝
手
に
情
報
を

受
け
取
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
前
者
は
狭
く
深
い

有
限
の
情
報
だ
が
、
後
者
は
広
く
浅
い
無
限
の
情
報
と
な
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
早
さ
と
量
が
一
つ
の
勝
負
に
な
る
と
思
う
。

学
長
室
に
広
報
担
当
部
署
を
設
置
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
に
対

処
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
学
長
室
に
設
置
し
て
い
る
Ｉ
Ｒ
推
進
課
を
強
化
し
、

教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
情
報
の
収
集・

分
析
な
ど
へ

の
対
応
の
迅
速
化
を
図
っ
た
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
耐
震
化
の
関
係
も
あ

り
、
施
設・

設
備
の
更
新
な
ど
を
着
実
に
進
め
て
い
る
。
特

に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
は
、
学
生
が
滞
留
で
き
る
キ
ャ
ン
パ

ス
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
授
業
が
終
わ
っ
た
ら
即

帰
宅
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
友
人
や

海
外
か
ら
の
留
学
生
と
の
交
流
を
育
む
と
同
時
に
、
教
職
員

と
人
生
や
学
生
生
活
全
般
に
つ
い
て
語
り
合
う
、
そ
ん
な
キ
ャ

ン
パ
ス
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
一
般
の
市
民
も
自
由
に
散
策
で
き
る
キ
ャ
ン
パ

ス
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
市
民
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ

の
大
学
で
あ
り
、
市
民
と
と
も
に
あ
る
大
学
で
あ
り
た
い
と

思
う
か
ら
で
あ
る
。
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